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第１２７号                                      ２０１１年 7 月 28 日発行 

 

木の会だより 
                                   木の会 HP  http://kinocai.web.fc2.com/  

                                   携帯アドレス http://kinokai.bbs.fc2.com/ 

 

☆ 例会日程 ☆                                

                           

 

                   

 

 

 

 

 

※25 日の詳細は後日、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

☆新会員の紹介☆ 

今春から木の会に入会させていただきましたＥ．Ｈです。 

 加在住で息子ばかり 3人の 5人家族です。 

 手話はまだまだですが、皆様とお話したいをモチベーションに 

 楽しんで参加できればと思っております。よろしくお願いいたします。 

８月 担当２班 

 ４日…講座室 山本さん 

１１日…講座室 小野寺さん（役員会） 

１８日…講座室 ろう者との会話 

２５日…納涼会（場所未定） 

９月 担当 1班 

１日…講座室 山本さん 

８日…講座室 小野寺さん（役員会）  

 １５日…講座室 ろう者との会話  

２２日…講座室 担当班独自企画  

(ミニ講演会 ゲーム等） 

 ２９日…フリータイム 

 

２９日…講座室  

http://kinocai.web.fc2.com/　
http://kinokai.bbs.fc2.com/
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☆映画「アイコンタクト」鑑賞会 7/17☆ 

彼女たちは、耳が聞こえないという事で小さい頃から、たく

さん我慢したり諦めたりしてきたと思います。サッカーの試合

で負けてしまうと、また気持ちが下向きになりそうになるけど、

みんなで「顔を上げて前を見て」と諦めない気持ちを持ち頑張

る姿に涙が出ました。日々当たり前に過ごしていますが、１日

１日を一生懸命生きていかなくてはいけないと思わせる映画でした。 感動しました！！！                  

冬のソナタ 

 

 

☆活動報告☆ 

『盛りだくさんの行事を一つずつ』 

 

震災後の計画停電の影響で不安なスタートを切った平成 23年度。 

この 4 ヶ月の間に、BBQ 大会・パンフ勉強会・花田氏講演会・南流山駅前での署名活動など

がありました。 

『毎回のお願い』を煩
うるさ

がらずご協力いただき、本当にありがとうございます♡ 

パンフ勉強会では、具体的な流山市の目標や活動方法を教わり、より身近な問題に変わっ

ていきました。 

花田氏の講演では、ろう運動の体験や施設の様子をお話しされ、優しいお人柄の奥の強さ、

一緒に活動する『場』の必要性を改めて感じました。 

署名活動では、心配されていた雷雨を寄せ付けない皆さんのパワーに後押しされ、緊張し

ながら呼び掛けをしました。最初の署名を頂いたとき、鳥肌が立ち、私の中の見えないスイ

ッチがはいりました。署名は 132 名集まり、とても一人ではできないこともデフの皆さん、

サークルの皆さんと一緒にできる心強さ、楽しさを痛感しました。ご協力ありがとうござい

ました!! 

過去のろう運動の困難さを考えれば、まだまだ小さい一歩です。微力ながら今の自分に出

来ることをさせていただくことは、自分の新たな力が湧いてくるような気がします。 

 

サ連１年生としてわからないことがたくさんありますが、皆さんと一緒に一つずつ進んで

いくこと、一緒に楽しんでいくことを目標に頑張ります。まだまだ行事は続きます。 

皆さん、これからもどうぞよろしくお願いします。 

                                石焼ビビンバ 
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『えみこさんのお話』 

 

私が手話を始めたきっかけは、広報ながれやまを見て、手話サークルの存在を知り行きた

くなりました。 

でも当時は中学生、当然母に夜 9時までの会に行くのは反対されました。 

「高校生になったら行くから！」と宣言し、毎週火曜日に江戸川台福祉会館に通いました。

当時、サークルは「さつきの会」だけで、市内全域からろう者が通って来てくれていました。 

高校生は驚くほど吸収力があり、今日覚えたことは次の週には全部覚えていました。今のよ

うに講習会も無く、手話サークルで覚えるしかなかったのですが、毎週楽しくて通っていま

した。サークルが終わると、初石のコンパルでお喋りですが、ろう者が楽しそうに話してい

る中、私はさっぱりわからず、逆の立場で情報障害者だと感じました。皆さん優しくて、わ

からない顔をしている私に手話や身振りで丁寧に説明してくれました。 

 

手話を覚え、ろう運動に力を注ぐことで聴覚障害者の生活が良くなることを願い、信じて

いました。今のように携帯さえない時代、①「街角 FAX」の運動（公衆電話のように街角に

FAXを設置し使えるようにする）、②聴覚障害者の家庭にミニ FAXを設置し、救急や消防など

に連絡ができるようにする。聞こえる人のように仲間とも自由に連絡が取れるにはその方法

しかなかったのです。③手話通訳を市役所に設置する、派遣するように要望をしていました。 

Ｋさん、Ｓさん、Ｔさん、Ｙさん（五十音順）には、本当にお世話になったものです。三

つ編みお下げ髪の１５歳の私は、雨でずぶ濡れずになっても自転車で通っていたのでした。

北小路さんのお宅に行って、「なるほどザワールド」を見ながら、通訳させていただいた(さ

せられた?!）りもして。 

そんなこんなで、手話の世界には関わって３０年超とは言っても、大学に入り 1年間しか

毎週手話サークルに通えなかったので、それまでの蓄積で今までもっているようなものです。 

 

Ｑ：手話通訳者として何年ですか？ 

Ａ：「さつきの会に入ったのは高校 1年の春（15歳）、流山市の手話通訳の登録は 20歳く

らいかな、県の登録はその後かしら。通訳士は 26歳くらいかな？ゴメン

ナサイよく覚えてない。」 

 

Ｑ：流山市でも、手話通訳の設置が開始されたことについて 

Ａ：「私が大学生の頃から訴えていてやっとと言うか、遅いというか…。

しばらくは担当する方も大変だと思います。みんなで協力するとともに、

実績が上がれば更なる要求・要望につなげられますね」 
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Ｑ：昔と今で、手話通訳者に対する社会の見る目に、違いはありますか？ 

Ａ：「あまり変わらないように思います」 

 

Ｑ：サークル活動に対して、何か要望はありますか？ 

Ａ：「幽霊会員でごめんなさい。会員のみなさんがそれぞれのできることや得意分野で会を

盛り立てていきましょう」 

 

☆流山市役所に手話通訳者を配置☆ 

 お知らせが大変遅くなりましたが、平成 23年 4月から、念願の手話通訳者が配置されま

した。月曜日と木曜日午前 9時～午後 5時まで。予約不要、事前予約は障害者支援課へ。 

 

 

☆お知らせ☆ 

８月６日（土）・・・・・・ホタル観賞会（初石） 

８月６日（土）・・・・・・納涼会（デフ協会、江戸川台） 

９月３・４日（土・日）・・手話フォーラム（千葉市） 

９月１９日（祝）・・・東葛ろうあ者ソフトボール大会（流山市） 

 

 

《ミニ情報》 

聴覚障害者の運転基準緩和へ 

警察庁は１４日、運転免許取得の基準緩和を盛り込んだ道路交通法施行規則改正案を発表し

た。改正案では、大型自動二輪、普通自動二輪、原動機付き自転車、耕運機やフォークリフ

トなどの小型特殊自動車について聴力試験による合格基準を廃止。普通乗用車と５トン未満

の貨物車については、運転席から確認しにくい「死角」を映す補助ミラー、もしくはワイド

ミラーを装着したうえ、聴覚障害者標識を表示することを条件に免許取得を可能とする、と

している。意見公募を経て、順調にいけば来年４月に施行される見通しだ。  

Asahi.com(朝日新聞社)2011/7/14 

 

 


